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1．第1年度の研究の概要
　本研究の目的は、箱庭療法においてクライエントとセ
ラピストの間で行なわれる非言語的なコミュニケーショ
ンが果たす治療的役割について検討することである。す
なわち、箱庭療法はクライエントがただ一方的に箱庭作
品を作ればよいのではなく、クライエントーセラピスト
間で箱庭表現のイメージを介した相互のコミュニケーシ
ョンが行なわれており、それが治療の進展に重要な役割
を果たすことを明らかにしようとするものである。しか
も、本研究では、通常の箱庭療法事例を扱うのではなく、
クライエントが箱庭作品を作る一方においてセラピスト
も並行して箱庭作品を作った並行箱庭療法の事例を取り
上げ、両者の箱庭表現を通じて治療促進的な非言語的コ
ミュニケーションがどのようになされたのかについて検
討、分析する。
2．並行箱庭制作が行なわれた事例について
　本研究で取り上げる事例は、不登校の問題を持って来
談した中学生男子（Cl）の事例である。　Clは言語的なコ
ミュニケーションを行なう際に強い緊張を生じさせたた
め、セラピスト（Th）は、非言語的表現技法としての
箱庭療法に導入した。しかし、Clは自分一人が箱庭作品
を作ることに恥ずかしさを感じ、制作に取り掛かること
ができなかった。そこで、Thは並行して二人がそれぞ
れ箱庭作品を作ることを提案し、以後、本事例は二人の
並行箱庭制作を中心に行なわれることになった。
　約3年の治療経過の中で、Clは無事に中学校を卒業し、
高校に進学した。不登校の問題が解決しただけでなく、
行動的にも精神的にも自立的となり、治療は終結に至っ
た。その間、Clは55個の箱庭作品を作ったが、それらは
CIが男性的な強さを身に着け、ネガティブな母性的支配
から独立するプロセスを表現していると考えられた。
3．CIとThの箱庭作品の対応関係に関する分析
　現在、ClとThめ箱庭作品の対応関係について分析中
である。現在までの段階で明らかとなってきたことは、
Thの作品がClに影響を与えている点である。　Clの現実的
状況あるいは箱庭表現における大きな変化に先駆けて、
その変化をもたらすようなThの箱庭表現がある。すな
わち、Thの箱庭作品に触発されてClの中で成長促進的
なイメージが湧出してくるという現象である。
　この現象のベースには、ClとThの間で両者の箱庭表
現を媒介とした非言語的なコミュニケーションが行なわ
れていることを想定することができる。すなわち、Clの
一連の箱庭作品からThはC1の状態に関するさまざまな
印象・思い・期待や願望を生じさせ、その集約的結果と
してThの箱庭表現が行なわれ、それがClに強い影響を
与えるという相互交流的なパターンである。このやり取
りに関して、Cl、　Th双方とも、箱庭制作を行うときに
は相手に何かを伝えることを意図はしていないのである
が、しかし、その箱庭表現は明らかに相手の存在を前提
にしたものであったと考えることができる。
4．治療関係としての意義と危険に関する検討の必要
　上記の箱庭作品の対応関係は、相互交流的なものでは
あるが、Thの箱庭作品の方がよりコミュニケーション
の意図を内在させたものであった。そのようなThの能
動的な働きかけは、治療的に有効なものであるとしても、
一方において他者侵入的なものであり、本来め箱庭療法
のやり方とは大きく異なることである。このような並行
箱庭制作が、治療上、意義と危険の両面を併せ持ったも
のであることを問題として取り上げ、本事例においてい
かなる要因が危険を回避して有効な治療関係をもたらせ
たのかについて検討することが、本研究の第2年度目に
おける重要な課題となってくる
